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はじめに 

この修復マニュアルには、ご使用のパソコンに誤って Microsoft Smart Card Base Components を

インストールしてしまった場合に実施していただく、SmartCard サービスの修復に関する操作・確認方法

が記載されています。Windows 2000/XP がインストールされているパソコンに、Microsoft Smart Card 

Base Components を誤ってインストールしてしまった場合にご一読ください。 

この修復マニュアルは、修復マニュアル作成時のハードウェアおよびソフトウェアの情報に基づき作成

しております。ソフトウェアのバージョンアップ等により本マニュアルと一部記載内容が異なる場合があり

ますがご了承ください。 

 

 

 

 

 

諸注意／お断り 

・ この修復マニュアルおよび修復ツールは株式会社日立製作所製、およびマクセル精器株式会社製

の IC カードリーダライタに対応する、PC/SC 仕様準拠のドライバソフトウェアをご利用になる場合に

限定して作成されています。他の製品等にはご利用できませんのでご注意ください。 

・ 本修復マニュアルおよび修復ツールは上記 IC カードリーダライタが動作する状態にすることを目的

として作成しています。Microsoft Smart Card Base Components がインストールされる前の状態に

戻すものではありません。また全ての環境での修復を保証するものでもありません。 

・ 弊社は修復ツールを実行したことにより生じた、いかなる損害も保証、賠償いたしません。お客様の

ご判断、責任において修復ツールをご利用ください。 

・ 本修復マニュアルおよび修復ツールに記載されている内容の一部または全てを無断で複製、転載

することはできません。 

・ 本修復マニュアルの内容につきましては万全を期して作成しておりますが、万一ご不審な点や誤記

などがございましたらご連絡ください。 

・ 本修復マニュアルの内容は、修復ツールの改良により将来予告無く変更される場合があります。 
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略称について 

本マニュアルでは、次の略称を使用しています。 

略称 正式名称 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Operating System 
WindowsXP 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

Operating System 

Windows2000 
Microsoft® Windows®2000 Professional 

Operating System 

PC／SC Personal Computer／Smart Card 

OS Operating System 

 

 

 

 

登録商標について 

・ Microsoft は、米国およびその他の国における米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

・ Windows は、米国およびその他の国における米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

・ その他記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 
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１章  
 

状態の確認 
 

 

 

 

 

ここでは修復ツールの対象となる状態であるかの確認をします。 

WindowsXP または Windows2000 がインストールされているパソコンに Microsoft 

Smart Card Base Components をインストールしてしまった状態で、本来の SmartCard

サービスが削除されてしまっている状態であるか確認します。ご使用の OS により修復方

法が違いますので、ご使用の OS の項目をご覧いただき確認してください。 
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１．１． ＷｉｎｄｏｗｓＸＰでの確認方法 
ご使用の OS が WindowsXP の場合、以下の手順に従い SmartCard サービスの状態を確認して

ください。他の OS をご使用の場合は、ご使用の OS の確認手順をご参照ください。 

また、Administrator 権限を持つユーザでログオンしてください。 

 

1. ［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］を開きます。 

※［コントロールパネル］に［管理ツール］が無い場合は、［コントロールパネル］の表示が「カテゴリ表示」

になっています。この場合は画面左の「クラッシック表示に切り替える」をクリックし、表示を切り替え

てからお進みください。 

 

2. 画面をスクロールし〔Smart Card〕をいう項目を探します。〔Smart Card〕という名前が存在せず、

〔Smart Card Resource Manager〕または〔スマートカード〕という名前のサービス名が存在する場合

は、ご使用のパソコンに Microsoft Smart Card Base Components がインストールされています。

修復作業を行う必要がありますので２章へお進みください。 

※〔Smart Card〕が存在する場合、Microsoft Smart Card Base Components はインストールされて

いませんので、この修復ツールを使用しないでください。 

 

2 



１．２． Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００での確認方法 
ご使用の OS が Windows2000 の場合、以下の手順に従い SmartCard サービスの状態を確認

してください。他の OS をご使用の場合は、ご使用の OS の確認手順をご参照ください。 

また、Administrator 権限を持つユーザでログオンしてください。 

 

1. ［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］を開きます。 

 

2. 画面をスクロールし〔Smart Card〕をいう項目を探します。〔Smart Card〕という名前が存在せず、

〔Smart Card Resource Manager〕または〔スマートカード〕という名前のサービス名が存在する場合

は、ご使用のパソコンに Microsoft Smart Card Base Components がインストールされています。

修復作業を行う必要がありますので、サービス画面を終了し、２章へお進みください。 

※〔Smart Card〕が存在する場合、Microsoft Smart Card Base Components はインストールされて

いませんので、この修復ツールを使用しないでください。 

 

．３． Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００／ＸＰ以外のＯＳ 
た修復作業はできません。「インストールマニュアル」を

よ

 

１

ご使用の OS は、この修復ツールを使用し

くお読みになり、ご確認いただくようお願い致します。 
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２章  
 

ＳｍａｒｔＣａｒｄサービスの修復 
 

 

 

 

 

ここでは修復ツールを使用した SmartCard サービスの修復方法を説明します。ご使用の

OS により修復方法が違いますので、ご使用の OS の項目をご覧いただき修復してください。 

修復作業の前には起動している全てのアプリケーションを終了してください。またご使用の

パソコンに IC カードリーダライタを接続していない（取り外した）状態で行なってください。 
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２．１． ＷｉｎｄｏｗｓＸＰでの修復作業 
ご使用の OS が WindowsXP の場合の修復ツールを使用した SmartCard サービスの修復方法に

ついて説明します。他の OS をご使用の場合は、ご使用の OS の確認方法をご参照ください。 

 

1. IC カードリーダライタがご使用のパソコンに接続されていない（取り外されている）ことを確認してください。 

 

2. ［スタートメニュー］にある［マイ コンピュータ］から修復ツールの格納されているフォルダを開いて

ください。 

※製品に添付されている修復ツールを使用する場合は、〔ドライバソフト・インストールマニュアル

CD-ROM〕を CD-ROM ドライブに入れ、X:SUPPORT¥WIN2000_XP¥RESTORE を開いてください。

（X は CD-ROM ドライブ） 

※弊社ユーザサポートホームページからダウンロードした修復ツールを使用する場合には、ダウン

ロード版を解凍したフォルダを開いてください。 

 

3. フォルダの中にある restore.bat をダブルクリックしてください。 

※「restore」と表示される場合もあります。その場合はアイコンが同じことを確認してください。 
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4. コマンドプロンプトが開き、修復ツールが起動します。「続行するには何かキーを押してください . . .」と

表示されますので、キーボードの［Enter］やスペースキーを押してください。 

 

5. 全てのアプリケーションやウインドウが閉じていることを確認するメッセージが表示されます。開いて

いるアプリケーションやウインドウがある場合は、全て閉じてください。準備ができたらキーボードから

［Y］、［Enter］の順で入力してください。 

※画面上に表示される文字は「Y」、「y」のどちらでも問題ありません。 

※ここで終了する場合は［N］、［Enter］の順で入力してください。 
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6. 終了すると「続行するには何かキー

 

サービスの一覧をスクロールさせて〔スマートカード〕という名前を探します。〔スマートカード〕という

 

修復処理を開始すると、数秒後に修復処理は終了します。修復が

を押してください . . .」と表示されますので、キーボードの［Enter］やスペースキーを押してください。 

何かキーを押すとサービス画面が表示されます。 

7. 
名前が存在する場合は、この項目を右クリックし、［プロパティ(R)］をクリックしてください。 
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8. スマートカードのプロパティが表示されるので、サービスの状態が“停止”になっているか確認します。

サービスの状態が“開始”になっている場合は、［停止(T)］ボタンを押してサービスの状態を“停止”

に変更してください。 

 

9. ［ログオン］タブをクリックして画面を切り替えます。画面が切り替わったら、［アカウント］にチェックを

付け、入力欄に「NT AUTHORITY¥LocalService」と入力し、［パスワード］欄と［パスワードの確認］欄

に表示されている「*」を全て削除します。［適用(A)］ボタンを押すとメッセージが表示されますので、

［OK］ボタンを押して次に進んでください。 

8 



10. ［全般］タブをクリックして画面を切り替えます。スタートアップの種類が“自動”になっているか確認して

ください。スタートアップの種類が“自動”以外になっている場合は、スタートアップの種類を“自動”に

変更し、［開始(S)］ボタンを押してサービスの状態を“開始”に変更してください。 

 

11. ［OK］ボタンを押してプロパティ画面を閉じてください。その後、サービス画面も閉じてください。 

 

上で SmartCard サービスの修復は終了です。３章へお進みください。 以

 

 

メモ 
修復マニュアルの手順に従い修復すると、「Smart Card」が「スマート カード」という名前に変更ます。

 

この

「ドライバソフトウェア インストールマニュアル」などを読む場合には、「Smart Card」を「スマート カード」に

読み替えてください。 
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２．２． Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００での修復作業 
ご使用の OS が Windows2000 の場合の修復ツールを使用した SmartCard サービスの修復方法

について説明します。他の OS をご使用の場合は、ご使用の OS の確認方法をご参照ください。 

 

1. IC カードリーダライタがご使用のパソコンに接続されていない（取り外されている）ことを確認してください。 

 

2. デスクトップにある［マイ コンピュータ］アイコンをダブルクリックし、修復ツールの格納されている

フォルダを開いてください。 

※製品に添付されている修復ツールを使用する場合は、〔ドライバソフト・インストールマニュアル

CD-ROM〕を CD-ROM ドライブに入れ、X:SUPPORT¥WIN2000_XP¥RESTORE を開いてください。

（X は CD-ROM ドライブ） 

※弊社ユーザサポートホームページからダウンロードした修復ツールを使用する場合には、ダウン

ロード版を解凍したフォルダを開いてください。 

 

3. フォルダの中にある restore.bat をダブルクリックしてください。 

※「restore」と表示される場合もあります。その場合はアイコンが同じことを確認してください。 
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4. コマンドプロンプトが開き、修復ツールが起動します。「続行するには何かキーを押してください . . .」と

表示されますので、キーボードの［Enter］やスペースキーを押してください。 

 

5. 全てのアプリケーションやウインドウが閉じていることを確認するメッセージが表示されます。開いて

いるアプリケーションやウインドウがある場合は、全て閉じてください。準備ができたらキーボードから

［Y］、［Enter］の順で入力してください。 

※画面上に表示される文字は「Y」、「y」のどちらでも問題ありません。 

※ここで終了する場合は［N］、［Enter］の順で入力してください。 
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6. 修復処理を開始すると、数秒後に修復処理は終了します。修復が終了すると「続行するには何かキー

を押してください . . .」と表示されますので、キーボードの［Enter］やスペースキーを押してください。 

何かキーを押すとサービス画面が表示されます。 

 

7. サービスの一覧をスクロールさせて〔スマートカード〕という名前を探します。〔スマートカード〕という

名前が存在する場合は、この項目を右クリックし、［プロパティ(R)］をクリックしてください。 

 

 

12 



8. スマートカードのプロパティが表示されるので、スタートアップの種類が“自動”、サービスの状態が

“開始”になっているか確認します。サービスの状態が“停止”になっているなどの場合は、スタートアップ

の種類を“自動”に変更し、［開始(S)］ボタンを押してサービスの状態を“開始”に変更してください。 

 

9. ［OK］ボタンを押してプロパティ画面を閉じてください。その後、サービス画面も閉じてください。 

 

以上で SmartCard サービスの修復は終了です。３章へお進みください。 

 

 

メモ 
この修復マニュアルの手順に従い修復すると、「Smart Card」が「スマート カード」という名前に変更ます。

「ドライバソフトウェア インストールマニュアル」などを読む場合には、「Smart Card」を「スマート カード」に

読み替えてください。 
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３章  
 

修復後の確認作業 
 

 

 

 

 

ここでは修復ツールを使用した SmartCard サービスの修復後の確認方法を説明します。

ご使用の OS により修復方法が違いますので、ご使用の OS の項目をご覧いただき確認

してください。 

確認作業の前には起動している全てのアプリケーションを終了してください。またご使用の

パソコンに IC カードリーダライタを接続していない（取り外した）状態で行なってください。 
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３．１． ＷｉｎｄｏｗｓＸＰをご使用の場合 
ここではご使用の OS が WindowsXP の場合の確認方法について説明します。他の OS をご使用

の場合は、ご使用の OS での対処方法をご参照ください。 

 

1. OS を再起動してください。 

 

2. 再起動後に再び Administrator 権限を持つユーザでログオンしてください。 

 

3. 全てのアプリケーションやウインドウが閉じていることを確認してください。開いているアプリケーション

やウインドウがある場合は、全て閉じてください。 

 

4. ［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］を開きます。 

※［コントロールパネル］に［管理ツール］が無い場合は、［コントロールパネル］の表示が「カテゴリ表

示」になっています。この場合は画面左の「クラッシック表示に切り替える」をクリックし、表示を切り

替えてからお進みください。 
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5. サービスの一覧をスクロールさせて〔スマートカード〕という名前を探します。〔スマートカード〕という

名前が存在する場合は、この項目を右クリックし、［プロパティ(R)］をクリックしてください。 

※〔スマートカード〕という名前が存在しない場合は SmartCard サービスの修復が完了していません。

１章から順に再度確認してください。 

 

6. スタートアップの種類とサービスの状態を確認します。スタートアップの種類が“自動”、サービスの

状態が“開始”になっていれば、正しく修復されています。 

※サービスの状態が“停止”になっている場合は、サービスの状態を“開始”に変更してください。

この際にエラーメッセージが表示される場合は、SmartCard サービスの修復が完了していません。

１章から順に再度確認してください。 

 

7. ［OK］ボタンを押してプロパティ画面を閉じてください。その後、サービス画面も閉じてください。 

 

上でサービスの確認作業は終了です。 以
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３．２． Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００をご使用の場合 
場合の確認方法について説明します。他の OS をご使

用

 

1. OS を再起動してください。 

 

再起動後に再び Administrator 権限を持つユーザでログオンしてください。 

 

全てのアプリケーションやウインドウが閉じていることを確認してください。開いているアプリケーション

 

［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サービス］を開きます。 

 

サービスの一覧をスクロールさせて〔スマートカード〕という名前を探します。〔スマートカード〕という

いません。

 

ここではご使用の OS が Windows2000 の

の場合は、ご使用の OS での対処方法をご参照ください。 

2. 

3. 
やウインドウがある場合は、全て閉じてください。 

4. 

5. 
名前が存在する場合は、この項目を右クリックし、［プロパティ(R)］をクリックしてください。 

※〔スマートカード〕という名前が存在しない場合は SmartCard サービスの修復が完了して

１章から順に再度確認してください。 
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6. スタートアップの種類とサービスの状態を確認します。スタートアップの種類が“自動”、サービスの

ビスの状態を“開始”に変更してください。

 

7. ［O じてください。その後、サービス画面も閉じてください。 

以上

状態が“開始”になっていれば、正しく修復されています。 

※サービスの状態が“停止”になっている場合は、サー

この際にエラーメッセージが表示される場合は、SmartCard サービスの修復が完了していません。

１章から順に再度確認してください。 

K］ボタンを押してプロパティ画面を閉

 

でサービスの確認作業は終了です。 
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４章  
 

困ったときは・・・ 
 

 

 

 

 

ここでは SmartCard サービスの修復が正しく完了していない場合に確認する内容を説明

します。 

確認作業の前には起動している全てのアプリケーションを終了してください。またご使用の

パソコンに IC カードリーダライタを接続していない（取り外した）状態で行なってください。 
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４．１． サービス画面に名前が存在しない 
４.１.１. 〔Smart Card〕という名前が存在する場合 

３章の手順に従って、「スマート カード」を「Smart Card」に読み替えて動作を確認してください。

正常に動作する場合は特に問題ありませんので、そのままご使用ください。エラーが表示されるなど

する場合は、１章から順に再確認してください。 

 

４.１.２. 〔Smart Card Resource Manager〕という名前が存在する場合 
修復作業が正常に終了していません。１章から順に再確認してください。特に、作業中にサービス

画面などが起動していないことを確認しながら進めてください。 

 

４.１.３. 〔Smart Card〕も〔Smart Card Resource Manager〕も存在しない場合 
修復作業が正常に終了していないか、この修復マニュアルでは解決できない状態です。１章から順

に際確認してください。それでも解決しない場合は、「ドライバソフトウェア インストールマニュアル」を

確認してください。 

 

４.１.４. 〔Smart Card〕も〔Smart Card Resource Manager〕も〔スマート カード〕も存在しない場合 
Microsoft Smart Card Base Components がアンインストールされている可能性があります。この

修復作業を実施する場合は、Microsoft Smart Card Base Components はアンインストールしないで

ください。Microsoft Smart Card Base Components をアンインストールしてしまった場合は、再度

Microsoft Smart Card Base Components をインストールし、１章から順に修復し直してください。 

 

４．２． サービスの状態を“開始”にできない 
４.２.１. Windows XP をご使用の場合 

２．１．の９で入力したアカウント情報が間違えている可能性があります。アカウント情報を確認して

ください。アカウント情報が正しく登録されている場合は、次の項を確認してください。 

 

４.２.２. Windows2000／XP 共通 
修復作業が正常に終了していないか、この修復マニュアルでは解決できない状態です。１章から順

に際確認してください。それでも解決しない場合は、「ドライバソフトウェア インストールマニュアル」を

確認してください。 
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